
平
成
２
８
年
度
の
定
時
籍
会

五
日
二
十
九
日
校
な
３
６
名
が

紫
紺
の
旗
の
も
こ
へ
集
い
盛
大
に
開
催

平
成

二
十
八
年
度
の
明
治
大
学
校
友

会
東
久
留
米
地
域
支
部
の
定
時
総
会
は

五
月
晴
れ
の
も
と
で
五
月
二
十
九
日
（日
）

午
後

一
時
半
よ
り
成
美
教
育
文
化
会
館

三
階
大
研
修
室
に
各
地
域
支
部
か
ら
の

来
賓
を
含
め
三
十
六
名
が
参
加
し
て
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

定
時
総
会
は
大
原
役
員
の
司
会
で
始

ま
り
、
永
倉
副
支
部
長
の
開
会
の
辞
。

物
故
者

へ
の
黙
躊
。
義
江
支
部
長
の
挨
拶
。
来

賓
紹
介
。
議
長
選
出
で
松
江
副
支
部
長
が
指
名

さ
れ
議
事
が
進
め
ら
れ
、
報
告
事
項

。
審
議
事

項

（
二
十
七
年
度
事
業
報
告

。
二
十
七
年
度
決

算
報
告

。
同
会
計
監
査
報
告

。
二
十
八
年
度
事

業
計
画
案

。
二
十
八
年
度
収
支
予
算
案
）
な
ど

が
全
て
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
来
賓
を
代
表
さ
れ

て
柳
沢
多
摩
支
部
幹
事
長

の
挨
拶
が
行
わ
れ
、

伊
藤
幹
事
長
の
開
会

の
辞
で
総
会
は
無
事
終

了
い
た
し
ま
し
た
。

懇
親
会
を
前
に
恒
例

の
立
川
志
獅
丸
師
匠

に
よ
る
落
語
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。
師
は
市
内

在
住

の
校
友
会
員

で
落
語
の
他
に
ラ
ジ
オ

の

パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
と
し
て
も
活
躍
中
で
す
。

出
席
者
全
員
の
記
念
撮
影
後
。
川
島
役
員
の

司
会

に
よ
り
懇
親
会
が
始
ま
り
来
賓

の
田
村

村
山
地
域
支
部
長
に
よ
る
祝
辞
と
乾
杯

の
音

頭
を
頂
き
ま
し
た
。
テ
ー
ブ
ル
に
は
ビ
ー
ル

・

日
本
酒
に
和
洋
食

の
盛
り
沢
山

の
オ
ー
ド
ブ

ル
が
並
び
校
友
同
士
が
お
酒
を
酌

み
交
わ
し

な
が
ら
親
睦
を
深
め
ま
し
た
。
会

の
途
中
で
丸

山
清
瀬
地
域
支
部
幹
事
、
川
寄
小
平
地
域
支
部

副
部
長
の
各
氏
か
ら
お
言
葉
を
頂
き
ま
し
た
。

初
め
て
の
出
席
校
友

に
よ
る
自
己
紹
介
な
ど

も
あ
り
、
最
後
に
営
麻
幹
事
指
揮
に
よ
る
エ
ー

ル
の
交
換
と
全
員
が
肩
を
組
み
輪
と
な
り
、
お

お
明
治
の
校
歌
を
熱
唱
、
万
歳
三
唱
を
し
て
二

十

八
年
度

の
東
久
留
米
地
域
支
部

の
総
会
も

無
事
に
閉
会
と
な
り
ま
し
た
。

今
年
か
ら
会
場
を
東
久
留
米
駅
北

日
か
ら

徒
歩

７
分

の
成
美
教
育
文
化
会
館

に
移
し

て

の
総
会
で
し
た
が
、
静
か
な
環
境
に
設
備
が
よ

く
特
に

エ
レ
ベ
ー
タ
ー

の
使
用
が
出
席

の
皆

さ
ま
か
ら
好
評
で
し
た
。
来
年
の
総
会
も
成
美

教
育
文
化
会
館

で
５
月
に
開
催

の
予
定

で
す
。

皆
様

の
参
加
を
お
待
ち
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

「明
大
サ
ポ
ー
ト
募
金
箱
」
は
校
友
の
皆
様
の
ご
協
力

に
よ
り

一
万
九
千
二
百
五
十
六
円
と
昨
年
を
上
回
る

金
額
と
な
り
、
さ
っ
そ
く
担
当
者
を
通
じ
て
明
治
大
学

キ
ャ
ン
パ
ス
整
備
サ
ポ
ー
ト
基
金
へ
寄
付
さ
れ
ま
し

た
。
（累
計
・
五
万
三
千
九
百
七
十
七
円
）

義
江
東
久
留
米
地
域
支
部
長
　
挨
拶

校
友
の
皆
さ
ま
の
御
協
力
を
い
た
だ
き
六
年
目
の

総
会
を
迎
え
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
事
を
御
礼
中

し
げ
ま
す
。
校
友
会
は
母
校

へ
の
協
賛
と
地
域
に

根
ざ
し
た
楽
し
い
交
流
の
場
と
な
る
よ
う
皆
様
と

共
に
発
展
さ
せ
て
い
き
た
い
と
願

っ
て
お
り
ま
す
。

《
平
成

二
十
八
年
度

の
役
員

の
皆
さ
ん
》

地
域
支
部
長
　
義
江
邦
夫

（昭
３
９

副
支
部
長
　
　

水ヽ
倉
聡

＾

（昭
２
６

副
支
部
長
　
　
松
江
康
司

（昭
４
９

幹
事
長
　
　
　
伊
藤
謙

＾

（昭
４
６

総
務
担
当
　
　
峯
岸
文
男

（昭
４
６

総
務
担
当
　
　
島
津
進

．

（昭
５
５

会
計
担
当
　
　
江
波
洋
子

（昭
３
７

事
業
担
当
　
　
倉
田
易
生

（昭
３
７

事
業
担
当
　
　
宮
下
礼
子

（昭
３
５

事
業
担
当
　
　
長
谷
川
正
次

（昭
５
１

女
子
会
担
当
　
並
木
文
子

（昭
５
７

地
域
担
当
　
　
営
麻

＾
哉

（昭
６
１

広
報
担
当
　
　
夏
目
　
中
心
（昭
３
２

広
報
担
当
　
　
川
島
英
明

（昭
６
３

監
査
　
　
　
　
橘
　
素
子

（昭
５
７

監
査
　
　
　
　
大
原
康
雄

（昭
６
１

顧
問
　
　
　
　
片
柳
文
夫

（昭
２
４

相
談
役
　
　
　
山

口
達
夫

（昭
３
５

商
）

工
）

法
）

経
営
）

院
農
）

工
）

短
経
）

法
）

短
経
）

。
商
）

商
）

工
）

商
）

政
経
）

法
）

政
経
）

法
専
）

政
経
）

1
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●
散
策
の
会

議
貧
の
羊
山
公
園
に
広
が
る

芝
欅
の
丘
を
ぶ
ら
ιｌ
散
策
′

平

成

二
十

八

年

四

月

二
十

三

日

（土
）
芝
桜

で

人

気

の

秩

父

に

あ

る

羊

山

公

し
た
。
十

一

時
五
十
分
東
久
留
米
駅
改
札
集
合
、
参
加

者
は
十

一
名
、
電
車
を
乗
り
継
ぎ
西
武
秩

父
線
横
瀬
駅
に
到
着
、
徒
歩
約
二
十
分
で

公
園
に
到
着
し
ま
し
た
。

秩
父
の
天
気
は
、
花
曇
り
の
散
策
日
和

で
、
芝
桜
を
見
に
大
勢
の
人
で
賑
わ
っ
て

い
ま

し

芝
桜
は
、
八
分
咲
き
く
ら
い
、
武
甲
山
を
背
に

一
面
の
芝
桜
を
見
る
景
色
は
絶
景
で
し
た
。

し
ば
ら
く
各
自
芝
桜
を
堪
能
し
た
後
は
、
西
武

秩
父
駅
ま
で
歩
き
、
帰
途
に
着
き
ま
し
た
。

東
久
留
米
駅
ま
で

戻
っ
た
後
、
打
ち
上

げ
を
駅
前
の
鮮
乃
庄

で
開
催
し
ま
し
た
。

（広
報
。
川
島
記
）

●
随
筆
「母
校
明
治
こ
私
」
そ
の
四

永
倉
聡

´

（本
町
在
住
）

（昭
２
６

・
工
卒
）

今
か
ら
７
０
年
前
の
事
な

の

で
記
憶
に
曖
昧
な
と
こ
ろ
が

あ
る
点
ご
容
赦
く
だ
さ
い
。

私
が
理
工
学
部

の
前
身

で
あ
る
東
京
明
治
工
業

専
門
学
校

の
機
械
科

の
入
学
試
験
を
受
け
た
の
は

終
戦
の
翌
年
の
昭
和
２
１
年
で
あ

っ
た
。
動
機
は

当
時

の
受
験
科
目
に
英
語
が
な
か

っ
た
の
が
最
大

の
理
由
と
云

っ
て
よ
い
。
工
専
が
設
置
さ
れ
た
の

が
昭
和
１
９
年
だ
か
ら
数
字

の
上
で
は
３
期
生
と

な
る
。
戦
後

の
混
乱
期
な

の
で
同
級
生
に
は
復
員

の
年
配

の
方
な
ど
年
齢
に
幅
が
あ

っ
た
。
校
合
は

記
念
館
講
堂
の
右
側

の
建
物
で

．
階
は
教
職
員
室

事
務
室
、
実
験
室
、
研
究
室
が
入
り
、
建
物

の
構

造
上
、
大
き
な
機
械
器
具
を
設
置
す
る
こ
と
が
出

来
な
い
の
で
床
を
掘
り
下
げ
高
さ
を
調
整
し
た
。

学
科
は
機
械
科

・
電
気
科

・
造
船
科
の
３
学
部
各

５
０
人

．
ク
ラ
ス
で
女
子
は

´
人
も
い
な
か

っ
た
。

授
業
料
は
夏
と
冬
の
ア
ル
バ
イ
ト
を
や
れ
ば
ほ
ぼ

捻
出
す
る
こ
と
が
出
来
た
。
当
時
は
専
門

の
資
料

や
参
考
書
が
乏
し
い
た
め
教
授
が
黒
板
に
書
き
、

話
し
た
内
容
を
丁
寧
に
ノ
ー
ト
に
書
き
写
す
の
が

も

っ
ぱ
ら
で
あ

っ
た
。
少
人
数

の
た
め
さ
ば
り
の

代
返
は
通
用
し
な
か

っ
た

の
で
友
人
か
ら
ノ
ー
ト

を
借
り
て
の
後
始
末
は
大
変
だ

っ
た
。
夏
休
み
な

ど
長
期

の
実
習
や
ア
ル
バ
イ
ト
の
体
験
レ
ポ
ー
ト

を
提
出
す
れ
ば
単
位
修
得
に
加
味
さ
れ
た
の
で
大

変
助
か

っ
た
。

戦
後
ま
も
な
い
物
資
不
足
時
代

の
中
で
闇
煙
草

の
バ
ラ
買
を
し
た
り
、
学
友
と
の

「あ
み
だ
」
で

芋
あ
ん
鰻
頭
を
食

べ
た
り
と
、
ま
さ
に
ど
さ
く
さ

に
紛
れ
て
過
ご
し
た
三
年
間
の
学
生
時
代
は
我
が

人
生
に
悔

い
な
し
で
あ
る
。
昭
和
２
４
年

の
４
月

か
ら
新
制
大
学
に
移
行
し
工
学
部
が
誕
生
。
横
滑

り
し
て
二
年
間
学
び
晴
れ
て
工
学
部

の

＾
期
生

の

資
格
を
得
る
こ
と
が
出
来
た
。

●
哺
治
大
学
校
な
会
東
久
留
恭
地
城
支
部

役
員
会
だ
よ
＝

（一一一月
ま
で
は
前
号
）

４
月
９
日
第
六
〇
回
役
員
会

・
１
３
名
出
席

五
月
の
定
時
総
会
の
打
ち
合
わ
せ
。
市
内

校
友

へ
総
会
の
案
内
状
２
２
３
通
を
郵
便

で
発
送
。
近
隣
地
域
支
部
の
来
賓
は
多
摩

支
部
と
小
平

・
清
瀬

・
村
山

・
西
東
京
の

各
地
域
支
部
と
す
る
。
多
摩
支
部
関
係
で

は
総
会
の
当
番
支
部
と
し
て
役
割
の
確
認
。

秋
の
マ
ン
ド
リ
ン
コ
ン
サ
ー
ト
の
実
行
委

員
会
を
設
置
。
実
行
委
員
長
に
義
江
支
部

長
、
幹
事
に
峯
岸

・
長
谷
川

。
伊
藤
の
各

氏
を
選
出
。
各
担
当
か
ら
事
業
の
説
明
。

５
月
１
４
日
第
六

一
回
役
員
会

。
１
３
名
出
席

定
期
総
会

・
懇
親
会
の
最
終
確
認
。
当
日

の
参
加
予
定
者
総
会

・
懇
親
会
と
も
３
８

名
出
席
予
定
。
役
員
各
人
の
役
割
分
担
を

確
認
。
近
隣
地
域
支
部
か
ら
の
来
賓
は
４

名
出
席
。
多
摩
支
部
総
会
の
当
支
部
の
分

担
は
６
月
の
役
員
会
で
決
定
。
事
業
担
当

者
か
ら
ゴ
ル
フ

・
お
茶
会

・
散
策
会
な
ど

の
実
施
内
容
と
予
定
が
報
告
さ
れ
た
。

６
月
１
１
日
第
六
二
回
役
員
会

・
１
２
名
出
席

５
月
に
行
わ
れ
た
当
地
域
支
部
の
定
時
総

会
に
つ
い
て
意
見
の
交
換
が
な
さ
れ
た
。

会
場
を
成
美
教
育
会
館
に
移
し
た
件
で
は

会
場
の
雰
囲
気
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
使
用

な
ど
合
格
点
が
出
さ
れ
明
年
の
開
催
を
決

め
る
。
７
月
１
０
日
の
多
摩
支
部
総
会
の

当
地
域
支
部
役
員
の
役
割
分
担
を
決
め
る
。

当
日
は
１
０
時
半
に
会
場
集
合
。
ゴ
ル
フ

コ
ン
ペ
の
報
告
。
マ
ン
ド
リ
ン
コ
ン
サ
ー

ト
の
チ
ケ
ッ
ト
販
売
の
報
告
。

７
月
１
６
日
第
六
三
回
役
員
会

。
１
４
名
出
席

７
月
開
催
の
多
摩
支
部
総
会
の
運
営
上
の

問
題
点
を
指
摘
。
校
友
会
本
部
の
代
議
員

総
会

へ
２
名
出
席
予
定
。
清
瀬

。
小
平
の

総
会

へ
出
席
の
幹
事
か
ら
報
告
。
マ
ン
ド

リ
ン
コ
ン
サ
ー
ト
の
中
間
報
告
。
市
内
校

友
に
コ
ン
サ
ー
ト
の
案
内
を
徹
底
さ
せ
る

た
め
会
報
の
発
行
を
９
月
１
日
と
早
め
る
。

市
内
の
植
栽
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
活
動
の
参
加

に
つ
い
て
継
続
審
議
。
ゴ
ル
フ
明
球
会
は

１
１
月
９
日
に
決
定
。

に 園
い  イヘ、

き 散

ま 策
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●
セ
子
会
企
画

「お
茶
会
」に
，
２
名
参
加

義
江
支
部
長
宅
で
開
催

緑
の
風
が
芝
生
を
撫
で
て
い
く
庭
。
お
茶

室
の
お
香
、
床
の
間
に
下
が
る
鉄
線
。
書
道

家

で
あ

る
橘

さ
ん

の
お
母

様

が
書

か
れ

た

の
び

や
か

な
書
。
今

回

の
女

子
会

は

お
茶
会

を
企

画

い
た
し
ま

し
た
。
公
共
施
設
の
和
室
を
借
り
て
と
思

っ

て
い
た
と
こ
ろ
、
支
部
長
の
奥
様

の
お
許
し

を
得
て
、
義
江
宅
で
開
か
れ
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
お
宅
は
庭
が
広
く
野
点
を
披
露
し

た
く
な
る
よ
う
な
芝
生
と
庭
木
、
お
茶
室
の

炉
に
は
事
前
に
炭
が
お
こ
さ
れ
、
隣

の
和
室

で
は
風
炉
が
用
意
さ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ

お
薄
を

三
度

い
た
だ
く

こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
亭
主
は
校
友
会

員

の
知
人

の
方
に
お

願

い
し
お
弟
子
さ
ん

二
人
お
連
れ
に
な

っ

て
、
点

て
て
頂
き
ま

し
た
。
お
茶
会
は
と

て
も
楽
し
く
、
お
茶

会

の
後
し
ば

し

の
間

歓
談
が
続
き
ま
し
た
。

５
月
１
４
日
参
加
者
１
２
名

（男
性
４
人
と
暴
方

の
橘
さ
ん
、
義
江
夫
人
本
当
に
お
疲
れ
様
で
し
た
。

気
を
お
使
い
下
さ

っ
た
義
江
地
域
支
部
長
に
感

謝
い
た
し
ま
す
。
　

（女
子
会

。
江
波
幹
事
記
）

●
明
球
会
ゴ
ル
フ
コ
ン

ペ

第
１
０
日
配
念
大
会
に

，
４
名
が
参
加
し
て
盛
大
に
開
催

第
十
回
目
を
迎
え
た
記
念
す
べ
き
東
久
留
米

地
域
支
部

「明
球
会
」
の
親
睦
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
は

平
成
二
十
八
年
六
月
八
日

（水
）
埼
玉
県
北
部
に

位
置
す
る
児
玉
カ
ン
ト
リ
ー
倶
楽
部
に
十
四
名

が
参
加
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

当

日

は

曇

り

空

に
涼

風

と

い

う

絶

好

の
条

件

で
プ

レ

イ

が

行

わ

れ

ま

し

た

。

年

々
上

が

る
参

加

年

齢

に

も

か

か

わ

ら
ず

好
プ

レ

イ

を
随

所

に

発

揮

し

１

８
ホ

ー

ル

を
無

事

終

了
し
ま
し
た
。
ハ
ン
デ
戦

二
回
目
の
今
回
は
飛
ば

し
屋
の
堀
内
さ
ん

（昭
３
４

・
商
）
が
ネ

ッ
ト
７

２
の
ス
コ
ア
ー

で
優
勝
。
小
平
地
域
支
部
か
ら
参

加
の
岡
本
さ
ん

（昭
３
５

ｏ
商
）
が
準
優
勝
。
三

位
に
新
座
か
ら
参
加
の
加
茂
さ
ん

（昭
３
５
ｏ
経
）

が
入
賞
さ
れ
ま
し
た
。

今

回
も
松

江
副
支

部

長

の
令
夫

人

も
参

加
さ

れ
、
随
所
に
華
一麗
な
プ

レ

イ
見

せ

て
い
た
だ

き

ま

し
た
。
小
平
支
部
か
ら
は

前

回
優
勝

の
岸

川

さ
ん

（
昭
４
２

・
工
）
、
深
井

さ
ん

（昭
３
６

・
商
）
も
参
加
さ
れ
隣
接

の
地
域

支
部
か
ら
四
名
の
参
加
を
得
ま
し
た
。
恒
例
と
な

り
ま
し
た
表
彰
式
と
懇
談
を
兼
ね
た
茶
話
会
が

ゴ

ル

フ
ク
ラ
ブ

の
三
階

で
行
わ
れ
お
互

い
の
近

況
や
ゴ

ル

フ
プ

レ
イ

の
話
題
な
ど

で
盛

り
上
が

り
ま
し
た
。
今

回
も
峯
岸
さ
ん

（昭
４
６

・
院
農
）

か
ら
多
大
な
賞
品

の
寄
贈
を
受
け
ま
し
た
。

（写
真
Ｌ
は
記
念
撮
影

。
右
は
義
江
地
域
支
部
長
か
ら
優
勝

の
記
念
品
を
受
け
る
堀
内
さ
ん
）

●
次
回
の
明
球
会
親
睦
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
は

，
１
月
９
日
（水
）児
王
カ
ン
ト
リ
ー
倶
楽
部
で
開
催
。

会
員
の
皆
様
の
ご
参
加
を
お
待
ち
い
た
し
て
お
ιｌ
き
す
。

●
一理
積
ポ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
参
加
し
ま
せ
ん
か

東
久
留
米
駅
前
通
＝
の
花
埴
に
バ
ン
ジ
ー
な
こ
の

小
花
を
植
え
る
作
業
で
す

当
地
域
支
部
の
事
業
計
画
の

´
環
と
し
て
地
元
地
域

社
会

へ
の
貢
献
が
あ
り
、
こ
の
度
東
久
留
米
フ
ラ
ワ
ー

ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
が
主
催
す
る
駅
前
通
り
植
栽
活
動
に

参
加
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
ふ
る
っ
て
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

日
時
　
平
成
２
８
年
１
２
月
４
日
（日
）
ｏ
午
前
中

集
合
　
市
役
所
屋
外
広
場
　
午
前
８
時
３
０
分

持
物
　
軍
手

。
移
植
ご
て

。
ス
コ
ッ
プ

母
校
・鴫
治
大
学
の
最
近
の
話
題

●
新
理
事
長

・
柳
谷
氏
が
就
任

明
治
大
学
は
五
月
の
評
議
員
会
で
新
埋
事
長
に

野
村
証
券
元
副
会
長
の
柳
谷
孝
氏

（昭
５
０

ｏ
商
）

新
理
事
を
教
職
員

・
校
友
ら
十
人
を
選
任
。
四
月

就
任
さ
れ
た
土
屋
恵

．
郎
学
長

（昭
４
５

・
法
）

を
含
め
十
二
人
の
新
理
事
会
が
発
足
し
ま
し
た
。

●
本
年
度
の
科
学
研
究
費
助
成
事
業
で

過
去
最
高
の
２
８
９
件
が
採
択

日
本
学
術
振
興
会
か
ら
交
付
の
科
研
費
は
全
国
の

大
学
や
研
究
機
関
の
研
究
活
動
に
必
要
な
資
金
を

研
究
者
に
助
成
す
る
も
の
で
、
明
治
大
学
は
新
規

と
継
続
を
合
わ
せ
て
２
８
９
件
金
額
に
し
て
６
億

２
９
３
３
万
円
と
過
去
最
高
を
記
録
し
ま
し
た
。

●

「志
願
し
た
い
大
学
」

で
今
年
も

一
位

八
年
連
続

の
快
挙

（関
東

エ
リ
ア
）

リ
ク
ル
ー
ト
社
が
七
月
に
発
表
し
た

「進
学
ブ
ラ

ン
ド
カ
調
査
２
０
１
６
」
の
関
東
エ
リ
ア
で

「志

願
し
た
い
大
学
」
で
明
治
大
学
が
８
年
連
続
で
１

位
に
選
ば
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
関
東

・
東
海

・
関

西
の
三
ブ
ロ
ッ
ク
に
分
け
、
高
校
三
年
生
七
万
四

千
人
を
対
象
に
調
査
の
結
果
で
文
系

・
理
系
と
も

に
１
位
を
獲
得
。
人
気
の
高
さ
が
分
か
り
ま
す
。

●

「
ベ
ス
ト
錯
覚

コ
ン
テ
ス
ト
」
世
界
２
位

６
月
に
開
催
さ
れ
た
世
界
的
に
権
威
あ
る
第
１
２

同
ベ
ス
ト
錯
覚
コ
ン
テ
ス
ト
で
明
治
大
学
先
端
数

埋
科
学
イ
ン
ス
テ
イ
テ
ユ
ー
ト
副
所
長
の
杉
原
厚

吉
特
任
教
授
に
よ
る
作
品
の

「多
義
柱
体
錯
覚
」

が
２
位
を
受
賞
し
ま
し
た
。

●
国
内

で
異
文
化
を
体
験

和
泉
キ

ャ
ン
パ
ス
に

国
り
性
い争

　
ｏ
”
ま

ォ
ー
プ

ン

明
治
大
学
国
際
教
育
セ
ン
タ
ー
は
日
本
人
学
生
が

外
国
人
留
学
生
と
の
間
で
英
語
で
交
流
で
き
る

日
●
∞
Ｐ一∽，
０
”
ま
を
六
月

＾
日
に
和
泉
キ
ャ
ン
パ
ス

第
二
校
舎

´
階
の
国
際
交
流
ラ
ウ
ン
ジ
に
開
設
し

ま
し
た
。
英
語
に
よ
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
カ

の
強
化
と
相
互
の
異
文
化
の
理
解
が
狙
い
で
す
。

（以
Ｌ
の
話
題
は
季
刊
明
治
と
明
治
大
学
広
報
よ
り
）
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《
曜
わ
歌
謡
の
倖
人
》

十
賀
メ
ロ
デ
ィ
ー
が

未

久
留
水
に
や
っ
て
く
る

明
治
大
学
マ
ン
ト
リ
ン
倶
楽
部
Ｏ
Ｂ
会

メ
モ
リ
ア
ーＬ
コ
ン
サ
ー
ト

主
催

明
治
大
学
校
友
会
東
久
日
米
地
域
支
部

後
援

東
久
留
米
市

１
０
日
２
日
（日
）午
後
５
時
よ
ιｌ

き
う
に
え
ホ
ー
ル
で
開
催
し
ま
す

（東
久
留
米
市
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
）

市
内
校
な
の
皆
さ
孝
ご
家
族
こ

一
緒
に

マ
ン
ド
リ
ン
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
‥
・

入
場
料

”
一千
円

（全
席
自
由
席
）

申
し
込
み
。問
合
せ
先
・峯
岸
実
行
委
員
き
で

《
演
奉
内
容
》

第
１
部

ア
コ
ー
ス
テ
ィ
ツ
ク
で
聴
く
マ
ン
ド
リ
ン

サ
ウ
ン
ド

（ム
ー
ン
リ
バ
ー
。
ひ
ま
わ
り
・
カ
ン

ト
リ
ー
ロ
ー
ド
・
碧
空
・
ロ
シ
ア
民
謡
他
）

第
２
部
　
不
減
の
古
賀
メ
ロ
テ
イ
ー

今
年
で
９
４
年
の

歴
史
を
誇
る
明
治
大

学

マ
ン
ド
リ
ン
倶
楽

部
は
昭
和
歌
謡
の
偉

人
古
賀
政
男
の
声
掛

け
で
大
正
１
２
年
に

発
足
。
こ
の
間
、
学

生
音
楽
団
体
の
雄
と

し
て
そ
の
名
を
全
国

に
轟
か
せ
人
気
を
博

し
て
お
り
ま
す
。
そ

の
Ｏ
Ｂ
で
組
織
す
る

明
治
大
学
マ
ン
ド
リ

ン
倶
楽
部
Ｏ
Ｂ
会
メ

モ
リ
ア
ル
コ
ン
サ
ー

卜
は
そ
の
円
熟
し
た
技
巧
で
古
賀
メ
ロ
デ
ィ
ー

の

（青
い
背
広
で
・
誰
か
故
郷
を
想
わ
ざ
る
・
サ
ー
カ

ス
の
旧
↑
緑
の
地
平
線
な
ど
）
他
に
軽
音
楽
な
ど
幅

広
い
レ
パ
ー
ト
リ
ー
を
お
楽
し
み
頂
け
ま
す
。

●
明
治
大
学
マ
ン
ド
リ
ン
倶
楽
部
ｏＯ
Ｂ
会

演
奏
会
に
皆
様
の
お
越
し
を

お
待
ぢ
い
た
し
て
お
＝
す
す
。

東
久
留
米
地
域
支
部

支
部
長
　
義
江
邦
夫

こ
の
度
明
治
大
学
校
友
会

東
久
留
米
地
域
支
部
主
催
に
よ
る
明
治
大
学

マ
ン
ド
リ
ン
倶
楽
部
Ｏ
Ｂ
で
編
成
さ
れ
た
メ

モ
リ
ア
ル
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
に
よ
る
コ
ン
サ
ー

ト
を
十
月
二
日

（日
）
東
久
留
米
ま
ろ
に
え
ホ

ー
ル
で
開
催
い
た
し
ま
す
。
９
４
年
の
歴
史
を

持
ち
、
そ
の
Ｏ
Ｂ
も
音
楽
界
で
多
数
活
躍
さ
れ

て
お
り
、
選
抜
の
メ
モ
リ
ア
ル
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ

は
全
国
各
地
で
演
奏
活
動
を
行
い
高
い
評
価

を
受
け
て
お
り
ま
す
。
十
月
二
日
の
開
演
は
午

後
五
時
と
い
た
し
ま
し
た
。
日
曜
日
の
ひ
と
時

を
ご
家
族
ご

一
緒
に
マ
ン
ド
リ
ン
の
調
べ
を

お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。
お
待
ち
い
た
し
て
お
り

ま
す
。

明
治
大
学
校
点
会

東
京
都
多
摩
支
部
定
時
需
会

７
日
１
０
日
（日
）立
＝
て
開
催

２
４
０
名
の
機
董
郷
参
加

東
久
留
米
地
域
支
部
の
上
部
組
織
で
あ
る
東

京
都
多
摩
支
部
の
第
１
３
同
定
時
総
会
は
７
月

１
０
日

（日
）
午
後
１
時
よ
り
立
川
駅
前
の
立

川
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
４
階
の
会
場

へ
東
久
留
米

地
域
支
部
の
出
席
者
１
３
名
を
含
め
２
１
の
地

域
支
部
か
ら
約
２
４
０
名
が
集
い
盛
大
に
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

来
賓
と
し
て
出
席
さ
れ
た
明
治
大
学
吉
田
副

学
長
よ
り
明
治
大
学
の
現
況
に
つ
い
て
、
国
際

化
の
取
組
み
と
し
て

「世
界

へ
Ｍ
Ｅ
Ｉ
Ｊ
Ｉ
８

０
０
０
」
の
テ
ー
マ
で
十
年
後
に
は
二
人
に

．

人
が
海
外
留
学
を
目
指
す
も
の
。
先
端
研
究
部

門
で
は
資
源
化
が
期
待
さ
れ
る
ハ
イ
ド
レ
ー
ド

の
資
源
探
査
。
先
端
数
埋
科
学
の
分
野
で
数
学

に
よ
る
自
然
や
社
会
事
象
の
解
明
な
ど
の
成
果

説
明
。　
‥

入
学
志
願
者
数
が
十
年
連
続
十
万

人
を
超
え
、
一凸
校
生
の
入
り
た
い
大
学
で
は
理

系

・
文
系
男
女
と
も
に

．
位
を
占
め
人
気
ナ
ン

バ
ー
ワ
ン
を
維
持
と
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

第

´
部
の
公
開
講
演
会
は

「阿
久
悠
と
美
空
ひ

ば
り

・
宿
命
の
ラ
イ
バ
ル
」
と
題
し
て
明
治
大
学

副
学
長
で
国
際
日
本
学
部
の
吉
田
教
授
か
ら
音
楽

を
交
え
興
味
深
い
話
を
聞
く
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

第
二
部
の
総
会
は
第

．
号
議
案
の
事
業
報
告
承

認
の
件
か
ら
第
四
号
議
案
の
収
支
予
算
案
承
認
の

件
で
各
議
案
と
も
満
場

．
致
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

第
二
部
の
懇
親
会
は
円
形
テ
ー
ブ
ル
形
式
の
中

華
料
理
が
用
意
さ
れ
校
友
各
位
の
懇
親
の
場
を
拡

げ
ま
し
た
。
宴
の
合
間
に
学
生
サ
ー
ク
ル
に
よ
る

ジ
ャ
ズ
演
奏
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。
最
後
に
全
員

で
校
歌
斉
唱
と
万
歳
三
唱
で
閉
会
と
な
り
ま
し
た
。

7月 10日 (日 )立川グランドホテルで

開催され多摩支部の総会に来賓として出

席された明治大学吉田副学長の挨拶

受付や賓客のご案内・

閉会の辞など活躍の東
久留米の役員

tF二  ∫

●
第
５
２
回
明
治
大
学
全
口
機
な
鳥
取
大
会

来
な
ん
せ
、
鳥
取
′

創
立
者
岸
本
辰
雄
先
生
の
ふ
る
さ
と
ヘ

十

一
月
十
二
日

（土
）
十
三
日

（日
）

鳥
取
市

。
と
り
ぎ
ん
文
化
会
館
で
開
催
。

参
加
希
望
者
に
は
案
内
バ
ン
フ
レ
ト
を
お
渡
し
い

た
し
ま
す
。

●
第
１
９
■
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
テ
ー

，
０
月
２
３
日

（日
）
験
河
台
僚
舎
で
開
催

母
校
が
催
し
を
し
て
校
友
を
温
か
く
迎
え
る
日

で
す
。
ご
家
族
同
伴
で
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

明
治
大
学
校
友
会
東
久
留
米
地
域
支
部
会
報

第
１
１
号
　
　
　
　
平
成
２
８
年
９
月
１
日
発
行

発
行
責
任
者
　
義
江
邦
夫

・
編
集
川
島

・
夏
日
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10月 2日 (日)'7時間演・全階自由席

東久留米きうにえホー′L
入場料 2,000円
●手ケット取颯場所

市民7ラザ管理夢務室 08042-470-78,3
東部地域センター事務室・8042-470-8020
西部地域センター事務室 。8042-47:-7210
南部地域センター事務室・8042-45:-202:
●明治大学校な会東久留米地域東部でも取扱い


